和島誠一　わじませいいち　　（1909～1971）

　1909（明治42）年3月10日東京市に生まれる。早稲田第二高等学校を経て’39（昭和14）年に東大理学部人類学選科入学、’41年修了。ついで同学部嘱託から学部研究員となる。その後、東洋大学教授、資源科学研究所研究員、横浜市立大学講師、東京女子大学講師、東京都立大学講師を歴任し、’66年岡山大学法文学部教授となる。この年に日本学術会議会員に選出された。’71年現職のまま逝去。

　考古学者としての和島の研究基点と視座は、’35･36（昭和10･11）年に唯物論研究会に参加し、古代史学者の渡部義通らとともに唯物史観にたつ日本古代史研究をすすめるなかで形成された。その成果は、「三沢章」のペンネームで執筆された『日本歴史教程』（第１･２冊、’36･37年刊）に結実している。考古学への実践的始動は、’39年の東京都志村遺跡における古墳時代集落址の調査からである。また’42～44年に中国大陸東北地方で考古学的調査を実施しているが、この経験も和島の研究視野拡大に少なからず影響を与えている。
　和島考古学の特徴は、「物を離れて考古学はない」を前提とする「生産力と生産関係」の弁証法的・法則的把握にあり、「考古学が物をとらえて歴史とその法則をつかもうとするとき、社会生活の本拠である集落の研究が太い柱となる」の発言に示されるように原始・古代集落研究を生涯課題としてとりくんだ。「原始聚落の構成」（『日本歴史学講座』学生書房、’48年）はその中間的総括ともいうべき一文ではあるが、その後の集落址研究の「導きの糸」となる記念碑的な論文として不動の位置を占めている。また、横浜市三殿台遺跡など手がけた集落遺跡調査は約20件をかぞえる。
　もう一つの研究課題は「生産力」に関するものである。わけても、古代鉄器と製鉄研究には多くの時間と労力をさき、「たたら」跡の発掘、鉄器の科学的分析をおこなってこの方面の研究の先導的役割を果たした。成果は「製鉄技術の展開」（『日本の考古学』Ⅵ、河出書房、’67年）に収められる。
　和島は、史的唯物論にもとづく考古学研究の道を選択した理由を問われたとき、「ヒューマニズムだよ」と一言でこたえたという。この言葉には、自己の研究活動もさることながら、歴史教育・文化財保存にもおおいに情熱を燃やし、労苦をいとわず精力的に行動した和島の人となりや研究者としての姿勢がよく表われている。岡山県月の輪古墳、『横浜市史』関連調査などで試みた「市民参加の考古学」の実践は、やがておとずれた埋蔵文化財の未曽有の破壊に抗して、市民とともにたたかう文化財保存運動にむけられ、そのリーダーとして東奔西走、運動論のくみたて、あらゆる機会をとらえての保存意義の訴え、運動組織の拡大等々に絶大な貢献をなした。

　顕著な事績をあげると、平城宮跡をはじめ三殿台遺跡、岡山県津島遺跡などの保存実現に尽くし、日本考古学協会埋蔵文化財保護対策特別委員会初代委員長もつとめて『埋蔵文化財白書』を刊行、日本学術会議会員としても文化財保存問題や考古学研究者の研究条件改善を積極的に提言して、学界全体の理解と世論の裾野をひろげることに力を注いだ。あるいは、平城宮保存運動を契機に発足した文化財保護対策協議会、そして、全国初の文化財保存運動体となる文化財保存全国協議会結成においても主力オーガナイザーの役割を遺憾なく発揮している。
　毎年、保存運動の功労者に贈られる「和島誠一賞」は、こうした和島の活動と功績にちなんで創設されたものである。月の輪古墳の調査に参加した一市民が「和島先生は神様のような人でした」と語り、和島みずからは『白書』の巻末で「文化財の破壊問題が存在する限り、われわれは、それを告発することを止めるわけにはいかない」と述べている。「賞」にこめられた和島の人柄と気概におもいをいたし、その意をながく後世に伝えることが大切であろう。
　　出典：『遺跡保存の事典』文化財保存全国協議会編（平凡社発行）
